
 

長野県立学校は 6 月 1 日より感染症予防対策を講じながら通常登校が再開されました。ここまで幾度か

の急な休校や分散登校等を経て、本校もまだまだ予断の許さない状況ではありますが少しずつ前に向かい

始めています。生徒の元気な姿に胸を撫でおろし、対面で授業できる喜びを感じています。職員もこの学

校再開を待ちわび準備をすすめてきました。ただ何が正解であるのか、その都度選択を迫られる状況です。

常に、生徒が安全に、そして生徒の学びが途切れないよう支援にあたっていきたいと考えていますので今

後もご理解とご協力をよろしくお願いいたします。災いはいつやってくるかわかりません。ご存じの通り、

5 月 26 日 15:56、わが校の 100 年来のシンボルであるヒマラヤスギに落雷があり校舎を直撃しまし

た。生徒に被害が無かったことが不幸中の幸いでした。普段からの危機管理対応が急な事案で生きてくる

ことを痛感しました。本校は、まず生徒の安全確保に迅速に対応できる体制が確立されており、職員が落

ち着いてスムーズに生徒対応できたことを安堵しております。これから感染症の第 2波、第 3波も想定し

ながら、いつ何時また休校になっても、家庭で学習が継続できる環境を整えておきたいと考えます。ぜひ

心に留めていただければ幸いです。県教育委員会より今後の学び【コロナ禍を越えていく学びの改革】が

通知されました。本校もすでに通知の通り、家庭での学習が深まる対策や、学校では自主学習の確認を行

っていく、そんな「新しい生活様式」も意識し取り組んでいきたいと思います。（文責：校長 鳥谷越） 

 

◆上記右 「コロナ禍を超えていく学びの改革」（図）の説明 

長野県の児童生徒がめざす学びの姿を図にしたものです。ビフォー・コロナ、ウィズ・コロナ、アフター・

コロナとして表しています。学力は「習得する力」から、コロナ禍では「家庭等で自ら計画を立てて学ぶ

力」として「自立して学ぶ力」へ、「授業」は答えを導く授業から、「自ら問を立て答えを見出す授業」へ、

「学び方」は「個別最適化された方法」へ、「学ぶ場」は「家庭地域と目標を再共有する姿」へ と改革さ

れていきます。引き続き、「家庭での学習を充実させていくこと」へ、意識の改革をすすめてください。 
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【お問い合わせ】   須坂東高等学校   須坂市大字日滝４－４  

    （電話）０２６－２４５－０３３１ （FAX）０２６－２５１－２３５１ 

   （E-mail）szkhhs@nagano-c.ed.jp ほか、各学年教科等のアドレスへ 
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